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研究成果の概要（和文）：当班は目標達成のために、計画研究と公募研究を効率よく運営するための側面支援、評価、
指導、情報交換、外部への情報発信を目的とする。
　当班は、各研究の進捗状況を把握し成果の評価を行った。それを元に各研究の調整を図り、共同研究の提案を行うほ
か、必要に応じて研究計画の修正を研究者に求めた。共同研究の推進のためにテクノロジー・ハブの認定を行い、講習
会やその経費の補助、共同研究の斡旋などの支援を行った。研究者間の情報交換を促進するため、ホームページの運営
、定期刊行物の発行、領域会議の開催（年２回）、国際シンポジウムの開催（２回）などを行った。最終年には班員の
業績をまとめた総説集を化学同人出版より刊行した。

研究成果の概要（英文）：The organizing group provided support and evaluation to the research projects, 
and educated Ph.D students, young researchers and postdoctoral fellows. The group held the scientific 
meetings to discuss the individual research projects and promote collaboration among the members in this 
research area twice a year. The organizing group supported research activities by organizing research 
equipments as “Technology hubs” and held the training courses. In order to notice the scientific 
achievement to the public, the organizing group established the web site where every one can access our 
activities including publications. A small booklet “News Letter” was distributed twice a year to 
introduce our important achievements. In addition to domestic scientific meetings, we held two 
international symposiums with several distinguished scientists invited from abroad. Finally, a book 
“INTERMERE-as a operator of chromosome” that introduces our achievements was published by the 
KAGAKUDOUJIN.

研究分野： 分子生物学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 

 ヒトゲノムの中で遺伝子コード領域はわ

ずか 2%である。残り 98%はタンパク質に翻

訳されない非コード DNA 領域として知られ

る。この領域には、反復配列・重複配列、複

製開始点、レトロトランスポゾン、組換えホ

ットスポット・染色体脆弱部異、セントロメ

アやテロメアなどの染色体機能領域が含ま

れる。 

 これら非コード DNA 領域に含まれる要素

は、階層的にネットワークを形成し、複雑に

連係しながら制御されている。この統合的制

御のネットワークが破綻すると、がんや老化

性疾患に結びつくことが徐々に明らかにさ

れている。 

  

２．研究の目的 

 本研究領域では、研究者間の強力な連携体

制を築き、次世代シーケンサー等の新技術を

駆使して、時代に先駆けて“秘境”非コード

DNA領域による染色体制御機構の全貌解明

に挑む。 

 本研究における総括班は、領域全体の目標

達成のために、計画研究と公募研究を統合的

に効率よく運営するための側面支援、評価、

指導、情報交換、外部への情報発信を行う。 

 

３．研究の方法 

 総括班は、領域全体の目標達成を目指し、計

画研究と公募研究を統合的に効率よく運営する

ための側面支援を行う。具体的には、定期的な

協議により、各班の進捗状況を把握し、成果の

評価を行う。それを元に各研究計画の調整、共

同研究の提案を行うほか、必要に応じて研究計

画の修正を研究者に求める。さらに共同研究の

推進のためにテクノロジー・ハブの認定などを行

い、必要に応じて講習会やその経費の補助など

の側面支援を行う。 

 また、研究者間の情報交換を促進するため、

ホームページの設定・運営、定期的な刊行物

（ニュースレター）の発行、研究発表会・領域会

議の開催などを担当する。 

 対外的には、国内で行われる関連会議（3R国

際会議、複製・組換え・修復ワークショップ、染

色体ワークショップなど）の支援を行うほか、海外

研究者との交流・情報交換を推進するため、国

際シンポジウムを開催する。さらに、研究成果を

社会一般に還元するため、公開講演会の開催、

総説集の発行、プレス発表支援などを行う。 

 

４．研究成果 

（１）組織 

 本領域では、個人研究の枠を超えた連携研

究を効率良く行うため、全体を４つの階層

（プロジェクトチーム）に分け（図１）、計

画班員、公募班員は親密に計画を練り、テク

ノロジー・ハブを中心とした研究手段と情報

をシェアしながら研究を進めてきた。総括班

は、内部の計画研究者からなる研究代表者１名

（小林）、研究分担者２名（太田、中山）、連携研

究者６名、および外部から招聘する当該分野の

エキスパート５名からなる研究協力者から構成さ

れる。総括班は研究面においては全体の舵取り

役として機能し、本領域の方向性をチェックし公

募班も含めた共同研究を推進してきた。特に外

部のエキスパート５名には毎回会議に出席いた

だき、客観的な評価、助言をいただいた（次ペ

ージ表）。 

 

図１ 組織図 （左が計画班、右が公募班） 
 



＊総括班役割分担表 
代表：小林（全体の統括）、 
分担：中山（広報）、太田（事務、評価） 
連携：菱田（共通利用）、高田（病態解析 G
の統括）、舛本（ネットワーク解析 G の統括）、
加納（事務）、印南（配列解析 G の統括）梶
川（広報） 
＊総括班外部協力者： 
荒木弘之（遺伝研）、篠原彰（阪大）、柴田武
彦（理研）、平野達也（理研）、柳田充弘（OIST） 
 
（２）総括班購入備品による成果 
当領域では、高額機器を「テクノロジー・ハ

ブ」という共同利用システムに組み込み、お

互いに貸し借りできる仕組みを構築し効果

的に運用した。中でも総括班予算で購入した

次世代シーケンサーは高頻度で使用され、共

同研究の牽引役になった。太田班では

Illumina 社の Genome Analyzer IIx (GAIIX)お

よび MiSeq の計 2 台、小林班では MiSeq１台

の次世代シーケンサーを管理し計１３件の

共同研究を支援した。 

 

（３）活動の記録 

基本的な活動としては年２回の領域会議、同

じく年２回のニュースレターの発行を行っ

た。各年の具体的活動状況は以下のとおり。 

＜平成２３年度＞ 

９月 第１回領域会議・総括班会議 

２月人工染色体講習会 

２月 第２回領域会議・総括班会議 

＜平成２４年度＞ 

７月 第３回領域会議・総括班会議 

７月 ChIP-Seq 染色体講習会 

８月高校生「職場体験・生命科学への誘い」 

２月 第４回領域会議・総括班会議 

＜平成２５年度＞ 

８月 第５回領域会議・総括班会議 

８月国際シンポジウム「インターメアと進

化」 

８月高校生「職場体験・生命科学への誘い」 

１月 第６回領域会議・総括班会議 

１月国内シンポジウム「インターメアによる

染色体制御機構」 

＜平成２６年度＞ 

７月 第７回領域会議・総括班会議 

８月高校生「職場体験・生命科学への誘い」 

２月市民公開講座「ゲノムの調べ」 

３月 第８回領域会議・総括班会議 

＜平成２７年度＞ 

８月 第９回領域会議・総括班会議 

８月国際シンポジウム「Non-coding DNA and 

Chromosome Integrity」 

６月高校生「職場体験・生命科学への誘い」 

３月 第１０回領域会議・総括班会議 

３月終了シンポジウム「インターメアによる

染色体制御機構」 

 

（４）成果 

 会議等は総括班が発足当時に立てた予定

通りにすべて行うことができた。 

 計画班、公募班を合わせた査読付き論文は、

361 報出版された。総括班が積極的に推し進

めた領域内共同研究は、公募班も含めて 46

件行われた。既に共著論文として発表済みの

ものは 13 件、論文作成準備中のものは 11 件

ある。データベースは２つ作成し公開してい

る。また学会発表（招待講演）は 94 件に達

した。 

 啓蒙活動として、班員による総説集「ゲノ

ムを司るインターメア」（2015）を化学同人

から出版し、実験医学誌では小林が編集を務

め、特集「ヒトゲノム中 98％の“未踏領域” 非

コード DNA に挑む」（2012）を組んだ。 

 

 中間審査では「A」評価をいただくことが

できた。 
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